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福山北警察署管内  11/19 
万引標語コンテスト表彰式 

於：福山北警察署 
 

祝！ 優秀賞 横島大智 
  
『よそうや万引！ 自分の意思で 守る未来』 

 

 

 

 

 

 
 

学校だより 新市中央中学校 

心身練磨 11 
令和５年１２月４日 校長発行 
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【豊田和司 審査員より】 題材は短時間のねこの動きです。ていねいな観察を超えて，作者はねこの気
持になっています。一行を十文字にそろえるこだわりも，二連三連の「楽しく」「楽しげ」を，四連では
「たのしそうに」に変えていることから明らかです。詩は心の音楽を奏でる「楽譜」です。楽譜としての
見た目の美しさも追求した詩です。 

第 22回木下夕爾賞  表彰式 11/23 於：ふくやま文学館 
 
祝！ 優秀 小田晃太郎 「ねこ」  入選 平田大和 「神輿」 
 
福山市出身の詩人・木下夕爾の業績をしのんで創設されている，小・中学生対象の詩のコンテスト   

『第 22回木下夕爾賞』で２名の生徒が入賞しました。 
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 詩の朗読：小田晃太郎 

 
【豊田和司 審査員より】 お祭りの神輿を人に例えていますが，倉庫
に帰ったあとまで見届けて「眠りにつくように」と表現しています。 


